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刊行物 　   Information 
1 ．日本常民文化研究所
神奈川大学日本常民文化研究所論集 35
歴史と民俗 35
平凡社（2019 年 2 月 22 日発行）
特集 二神島
【解題】特集「二神島」（前田禎彦）
中世瀬戸内島嶼群の史的性格について
―いわゆる「三島七島」・「忽那七島」の形成（石野弥栄）
中世二神氏と二神島（前田禎彦）
「水軍の記憶」を編む―二神種草の歴史叙述（関口博巨）
二神島村上家の活魚集荷と廻船業（田上　繁）
家と親類、二神島の葬墓制（萬井良大）
二神島豊田造船所の様式船建造―聞書きと残された造船関係資料から（昆　政明）
研究ノート
二神島豊田造船所のモノ資料から見えた造船の広がり（石野律子）
コラム
二神調査の思い出（橘川俊忠）
神奈川大学日本常民文化研究所と二神島（豊田　渉）
豊田氏・二神氏、西瀬戸内海七百年の記憶（二神英臣）
一般論考
戦後開拓と満州移民―那須千振開拓組合を事例として（森　武麿）
都市祭礼（山車祭）の精神誌的研究のために―高岡御山車祭と見せる・見る夢幻（小馬　徹）
絵馬から見る村落風景―喜多方市村松湯殿神社の絵馬を中心に（佐々木長生）
三・一一の津波被害から復興した気仙沼大島の小山（外畑）家住宅の建築について
（津田良樹・備前文雄・小玉嘉裕）
 
民具マンスリー　
51 巻 1 号（2018 年 4 月 10 日発行）
鹿児島の草履の民具学―各種草履を比較しながら―（下野敏見）
【民具短信】
消滅の危機に瀕している桶作り（川田順造）
【書籍紹介】
『吉ヶ平の民具―収集・調査・整理の記録』（佐野賢治）
51 巻 2 号（2018 年 5 月 10 日発行）
他地域への出漁漁民による奉納絵馬―徳島県の事例―（磯本宏紀）
絵馬に描かれた村―宗像市・粢田神社の村鳥瞰図絵馬―（須永　敬）
中予地方の石打ち習俗（遠部　慎）
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51 巻 3 号（2018 年 6 月 10 日発行）
落下量調整板墨書の本体適用―紀年銘唐箕「除外」の問題点―（織野英史）
五十嵐稔の民具研究―シリーズ 民具と出会う 4 ―（池田哲夫）
【民具短信】
救出した民具の行方―白馬・小谷村文化財レスキュー活動での経験―（細井雄次郎）
51 巻 4 号（2018 年 7 月 10 日発行）
結節点としての万年筆―筆記具の民俗学へむけて―（小池淳一）
墨と硯―民具研究からの視点―（角南聡一郎）
【民具短信】
モバイルミュージアムについて（昆　政明）
51 巻 5 号（2018 年 8 月 10 日発行）
頭がけ背負いからリュックサック型背負いへ―縄文の運搬法から現代の運搬法へ（下野敏見）
ホウキモロコシを使った座敷箒（塚原順子）
【書籍紹介】
宮古市北上山地民俗資料館第 20 回企画展
『昔はどんな道具だったの？ ―教科書に登場する有形民俗資料』調査報告書（浜野達也）
51 巻 6 号 6・7 号合併号（2018 年 10 月 10 日発行）
特集　暮らしの中のタカラガイ―先史時代から現代まで
タカラガイ特集にあたって（木下尚子・黒住耐二）
縄文時代のタカラガイ加工品―その特異な扱いについて―（忍澤成視）
タカラガイの利用―主に近現代の土産品―（黒住耐二）
子安貝の誕生（木下尚子）
奄美・沖縄・先島諸島のタカラガイ利用（島袋春美）
ミクロネシアの貝製民具（山野ケン陽次郎）
資料集
【民具短信】
伝説の貝製民具　貝砧（カイキヌタ）（田邉　悟）
観光貝細工（藤塚悦司）
ホッキ貝の思い出（佐々木長生）
海苔搔き具の「カイ」（神野善治）
51 巻 8 号（2018 年 11 月 10 日発行）
白鷹紬の絣巻器（守谷英一）
楽器の演奏による野生動物の行動管理―奈良公園における鹿寄せを事例に―（上）（東城義則）
【民具短信】
とべむかしのくらし館の夜着コレクション―「昔の夜着展」開催報告―（宮本直美）
50 巻 9 号（2018 年 12 月 10 日発行）
和歌山県東牟婁郡における磯漁の実態―太地町を事例として―（今川　恵）
関秀志の民具研究―シリーズ 民具と出会う 5 ―（佐野賢治）
【民具短信】
ノコギリガマ―近世から用いられている稲麦刈り用の鋸鎌―（桂　眞幸）
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51 巻 10 号（2019 年 1 月 10 日発行）
中日本の唐箕について―唐箕展を終えて―（岡本大三郎）
【民具短信】
クラフトとしての挽物の世界―舟見倹二の木の器―（小椋裕樹）
松戸市立博物館「東北の伝統こけし」コレクション紹介（山田尚彦）
北海道の木彫り熊―八雲町を中心に―（大谷茂之）
【書籍紹介】
『越後妻有の民俗―私のメモ帳―』（鈴木通大）
51 巻 11 号（2019 年 2 月 10 日発行）
販売から見る農具の流通（一）―縄ない機について―（桂　眞幸）
気仙沼地方のコリョウと漁撈民具（II）―アワビカギ―（小野寺佑紀）
51 巻 12 号（2019 年 3 月 10 日発行）
民具実測図作成の意義と課題（小島孝夫）
小島瓔禮の民具研究―シリーズ 民具と出会う 6 ―（鈴木通大・浜野達也）
【民具短信】
民具研究の可能性の遠心力と求心力（全京秀／訳・神野知恵）
第 22 回常民文化研究講座・国際研究フォーラム「アジア民具研究の
　可能性―民具体系と生活構造の比較から―」に参加して（川邊咲子）
第 51 巻総目次
日本常民文化研究所　2018 年度活動報告より
神奈川大学日本常民文化研究所　共同研究「瀬戸内海の歴史民俗」
島の写真帖 Vol. 4
二神島写真資料集　Photobook of Futagami Island
（2018 年 7 月 31 日発行）
　「共同研究　瀬戸内海の歴史民俗」における豊田渉家の家族写真を収録した
写真資料集の 4 冊目。1,361 点の写真を 17 項目に分類した。また、「「生活写真
引」研究としての可能性」（田上繁）、巻末に「二神島の家族アルバムによせ
て」（豊田渉）を掲載している。全頁オールカラー構成。以下の項目で写真を
分類し、配列している。
誕生と成長　 　盆踊り　 　漁業
学校の生活　 　祝いの宴　 　戦時下の暮らし
青年団の活動　 　催しごと　 　船と造船所
消防団　 　暮らしの一齣　 　二神島の風景
婦人会の働き　 　家　 　由利島
祭り　 　悼み
74
神奈川大学日本常民文化研究所　所蔵資料／共同研究「瀬戸内海の歴史民俗」
二神司朗家文書　近世・由利島編
伊予国風早郡二神村（愛媛県松山市二神）
（2019 年 2 月 10 日発行）
　「共同研究　瀬戸内海の歴史民俗」による「二神司朗家文書　中世文書・系
図編」の続刊となる史料集。日本常民文化研究所蔵の「二神司朗家文書」の
うち、18 世紀後半成立の『油利島』と『百合島禄』の 2 編、また由利神社の
社殿板壁墨書など、近世の由利島関連の記録を写真と釈文とによって紹介し
ている。
Ⅰ史料
『油利島』
『油利島』挟紙・付箋・押紙
『百合島禄』
付録―由利神社社殿内部板壁墨書
Ⅱ解説
解題二神村新四郎『油利島』『百合島禄』を読む（関口博巨）
［解題補足］収録の絵図・地図について
【地図】二神島・由利島の周辺―『油利島』に見える近世地名―
【地図】由利島の伝承地名
神奈川大学日本常民文化研究所調査報告　第 27 集
宮城県気仙沼大島における遠洋漁業の歴史的変遷に関する研究
―震災救出資料を中心として―［音声 CD 附属］
（2019 年 2 月 28 日発行）
　国際常民文化研究機構第 2 期共同研究（奨励）の成果報告書。本研究は、
「大島漁協文庫」の震災救出資料を中心に活用し、遠洋漁業不振の時代に漁業
経営者や漁船員はどのようにして困難な状況を克服してきたのかを明らかにし、
遠洋漁業の振興を考える。6 本の論考を掲載、「大漁唄い上げ」の音声 CD 付き。
学校の生活
漁業
二神島の風景
船と造船所
由利島
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研究活動の経緯（定例研究会報告）
1．はじめに―研究の目的と課題―（千葉勝衛）
2．和船時代の沖合漁業―資金難と不漁で苦労した和船経営―（小山由紀子・千葉勝衛）
　 和船時代の漁業用語解説（千葉勝衛）
3．機械船時代の夜明け―努力して幹部となり散華した船員たち―（水上忠夫・千葉勝衛）
4．戦後の遠洋漁業―後継者不足で外国船員混乗で操業―（菊田榮四郎・千葉勝衛）
5．昭和初期の気仙沼大島における遠洋漁業の漁撈習俗と信仰圏
　 ―万亀丸・共栄丸の水揚帳を事例として―（小野寺佑紀）
6．おわりに（千葉勝衛）
あとがき（大川　啓）
音声 CD 附属　「大漁唄い上げ」
 
神奈川大学日本常民文化研究所　調査資料目録
離宮八幡宮文書目録（一）近世編
（2019 年 3 月 15 日発行）
　大山崎地域は、中世において大山崎油（座）神人の在所として、また彼等
を中心に「自治都市」が形成された場として著名である。本書は、離宮八幡
宮文書のうち、目録取り作業を終えた近世文書についてまとめた目録である。
 
水産研究・教育機構所蔵古文書目録
―下津浦漁業組合文書（和歌山県海南市）―
（2019 年 3 月発行）
　水産研究・教育機構古文書整理委託事業の 2015 年度～2017
年度に行った「漁業制度資料」整理業務のうち和歌山県の下津
浦漁業組合文書について作成した目録である。
周辺地図
資料写真
下津浦漁業組合文書の来歴
下津浦漁業組合文書目録
史料の概要と特色
四十八所神社と下津浦
大正～昭和初期の下津浦漁業組合の漁獲について―漁業調査史料を素材として―
下津浦漁業組合文書―史料の翻刻と紹介―
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神奈川大学日本常民文化研究所　年報 2017
（2019 年 3 月 8 日発行）
第Ⅰ部　常民文化研究講座・研究会開催報告
第 21 回常民文化研究講座
　二神島 その歴史と民俗を訪ねて
　―二神島調査と神奈川大学日本常民文化研究所―（前田禎彦）
　古文書修復実習（田上　繁）
　民具を語る（佐野賢治）
第 5 回東アジア島嶼海洋文化フォーラム
　海洋文化の多様性（小熊　誠）
海洋都市横浜　うみ博
仕事着のひな形
KU ポートスクエア　神奈川大学みなとみらいエクステンションセンター
　神奈川大学日本常民文化研究所主催講座
神奈川大学日本常民文化研究所研究会
第Ⅱ部　調査・研究活動報告
日本常民文化研究所
共同研究　日本常民文化研究所所蔵資料からみるフィールド・サイエンスの史的展開（泉水英計）
　共同研究　二神家・二神島の歴史・民俗研究（前田禎彦）
　共同研究　海域・海村の景観史に関する総合的研究（安室　知）
　研究拠点　気仙沼大島漁協文庫の管理と活用（田上　繁・重村　力）
　科研費【基盤研究（B）】ブラジル日本人入植地の歴史民俗学的研究（泉水英計）
　受託研究　国立研究開発法人水産研究・教育機構古文書目録作成業務（越智信也）
　受託研究　三宅村郷土資料公開・保存事業（田上　繁）
　「海洋都市横浜　うみ博 2017」における船模型展示（窪田涼子）
　日本常民文化研究所展示室　収蔵資料「仕事着のひな形」（加藤友子）
　台湾海洋大学海洋文化研究所　学術交流協定締結（小熊　誠）
国際常民文化研究機構
　共同研究（一般）
　民具の機能分析に関する基礎的研究（神野善治）
　戦前の渋沢水産史研究室の活動に関する調査研究（加藤幸治）
　東アジアの伝統的木造船建造および操船技術の比較研究（昆　政明）
　共同研究（奨励）
　昭和戦前期の青年層における民俗学の受容・活用についての研究（丸山泰明）
　宮城県気仙沼大島における遠洋漁業の歴史的変遷に関する研究（千葉勝衛）
　―震災救出資料を中心として―
　アチック・ミューゼアムの調査活動に関する基礎研究（小林光一郎）
　―「隠岐」調査の検証・分析と民俗学的考察―
第Ⅲ部　活動記録
刊行物 Information　　2017 年度の活動　　刊行物等の寄贈・交換　　組織　　規則・規程
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2 ．国際常民文化研究機構
国際常民文化研究叢書 13
戦前の渋沢水産史研究室の活動に関する調査研究
（2019 年 2 月 25 日発行）
　国際常民文化研究機構第 2 期共同研究（一般）の成果報告書。本研究では、
渋沢水産史研究室と民具研究を中心とする第二部会が活発に研究を展開してい
た昭和 10 年代前半を対象とし、その活動の実態解明を目指したものである。
　12 本の論考と資料紹介、資料翻刻を掲載している。
共同研究の経緯（研究代表者 加藤幸治）
第Ⅰ章　共同研究の趣旨
　アチック・ミューゼアムの水産史研究における「同時代的な布置」と
　「問題意識の多様性」（加藤幸治）
第Ⅱ章　アチック・ミューゼアムの「同時代的な布置」
　渋沢敬三による水産史研究の時代背景について（宮瀧交二）
　戦前の地方農村青年をとりまく思想的・社会的状況について（今井雅之）
　未完の筌研究にみるアチック・ミューゼアムの調査法（加藤幸治）
　　附録 1　「筌調査資料」一覧（神奈川大学日本常民文化研究所所蔵）
　　附録 2　実測図：アチック・ミューゼアム収集の筌（国立民族学博物館所蔵）
　アチック・ミューゼアム・コレクションと水産史研究（日髙真吾・加藤幸治）
第Ⅲ章　水産史研究室同人の「問題意識の多様性」
　渋沢敬三と魚名研究―その特徴と学史的意義―（安室　知）
　【資料紹介】魚名整理票（安室　知）
　山口和雄の網漁業研究にみるアチック・ミューゼアム時代の水産史研究の位置づけ（磯本宏紀）
　桜田勝徳採集のハコフグの剝製について（増﨑勝敏）
　祝宮静の豆州内浦漁民史料調査にみる水産史研究の展開（葉山　茂）
　宮本常一による昭和 10 年代民俗調査の足跡（佐藤智敬）
　戸谷敏之の問題関心にみる魚肥研究の位置づけ（今井雅之）
　楫西光速の塩業研究に見る渋沢水産史研究室の経済史学的一面（星　洋和）
　伊豆川浅吉の捕鯨研究と鯨肉食通信調査（佐藤麻南）
　　附録 1　「鯨肉に関するアンケート回答」一覧（流通経済大学図書館所蔵）
　共同研究を終えて（安室　知）
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3 ．非文字資料研究センター
「非文字資料研究」16
（2018 年 9 月 30 日発行）
沖縄のウタキ―その信仰・祭神・構造について―（波照間永吉）
沖縄の神社、その歴史と独自性（加治順人）
朝鮮時代「平生図」の成立と中人文化（金貞我）
　―「男子歌」・「남慣가」（「男子歌」）・「男児歌」との相関関係を中心に―
民俗学確立以前における図像資料の検討（石井和帆）
　―民俗資料としてみる『風俗画報』に内包される意味―
宣教師の書簡と伝承からみる初期潜伏キリシタン心性史（小泉優莉菜）
 
「非文字資料研究」17
（2019 年 3 月 20 日発行）
牛頭天王誕生の謎を解く鍵（山口建治）
　―塩津港遺跡起請文札に記された「五頭天王」―
ファッションから見る 1980 年代における現代中国女性の性・
　身体意識の変容（張玲）
文化立国视阈下中国文化软实力构建施策路径研究（白松强・张洋）
　―兼论其与日本的实施效果之比较―
伝統的定位技術と漁民の知識についての研究（兪鳴奇）
　―中国海南省における定置網漁及び流し網漁を事例に―
男性に従属する地位から「女性は天の半分を支える」へ（馬路）
　―中国徽州農村地区における女祠・「鉄姑娘」・「三八紅旗手」などの分析―
植民地初期台湾民衆生活における宗教者の存在と社会的地位（游舒婷）
　―僧侶・道士・巫覡・術士といった職業者を中心に―
 
神奈川大学日本常民文化研究所　非文字資料研究センター　研究成果報告書
横浜港における船上生活者の歴史的変容
　―　オーラルヒストリーからのアプローチ　―　
田上　繁　森　武麿　安田常雄　昆　政明　若宮幸一　松本和樹
（2018 年 9 月 30 日刊行）
　本書は、横浜港を拠点にして活動した船上生活者の実態とその変容に関する
研究成果『北九州市若松洞海湾における船上生活者の歴史的変容』（2014 年 3
月）に続く資料集である。オーラルヒストリーの手法を導入して課題に接近し
たものであり、オーラルヒストリー編と写真資料編の二部構成となっている。
まえがき
年表・地図
第 1 部　オーラルヒストリー編
1　戦後横浜の港湾業―藤木幸夫さん―
　 I 　戦時期の横浜港
　 II　戦後の横浜港
　III　戦後横浜港の港湾労働者
2　戦後横浜港の港湾荷役業
―堀内利通さん―
　 I 　東洋船舶での仕事
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非文字資料研究に飛び立つ
2016 年度海外招聘・派遣事業報告集
（2018 年 3 月 20 日発行）
　招聘研究員の論稿 8 編、派遣研究員の論稿 3 編を掲載。海外招聘事業では、
日本古代の祭事や鎌倉神楽、現代日本のミュージアム建築と工芸、演劇と舞台
芸術などを取り上げた調査報告、日本におけるキリスト教学校と文化財保護に
関連する官民の対応を調べた報告がある。派遣事業では、中国の地方誌データ
ベース（愛如生）を駆使した民俗研究の試み、カナダにおける歴史建造物に対
する保存政策の動向、フランスにおけるチベット仏教の研究状況などが取り上
げられている。
海外提携研究機関との協定締結のあゆみ
海外提携研究機関紹介
招聘研究員
　日本古代の厄払い祭祀にみる中国文化の要素（姚琼）
　山崎・北野神社の鎌倉神楽（黄亜欣）
　ミュージアム建築と現代日本の展示への洞察（ジアダ・リッチ）
　日本のアーツ・アンド・クラフツとの出会い（西江桂子）
　経験と課題―日本の民俗文化財保護に関する研究（周全明）
　文化を跨いだ身体研究―東西文化における演劇表現研究の架け橋として（陳熙）
　二項対立を超えて―韓国の「近代化」と植民地化に対する新しいアプローチの提言（金鎭星）
　非文字資料硏究センター訪問研究 成果報告書（任仁宰）
派遣研究員
清朝、民国の地方志における狐仙信仰の諸相―愛如生「中国方志庫」データベースに基づく一考察
（程亮）
　カナダ・バンクーバーにおける歴史的建造物保存活動に関する調査報告（姜明采）
　フランスにおけるチベット仏教の研究―フランスの国立高等研究院への調査報告（根敦阿斯尔）
　 II　戦後横浜の港湾荷役
　III　横浜港の港湾労働者
　IV　艀と艀船主
3　戦後の回漕業と艀船主・機帆船主
　―石渡順一さん―
　 I 　濱吉回漕店について
　 II　艀船・機帆船と船上生活者
　付録：石渡順一さん提供鉄鋼艀船設計図面
4　戦時戦後の船上生活者（ 1 ）
　 ―河合正美さん、川口久江さん、島田ひで
子さん、坂井芳子さん―
　 I 　水上学校での生活
　 II　横浜の水上学校
　III　艀船での生活
　IV　艀船主の仕事と生活
5　戦時戦後の船上生活者（ 2 ）
　―河合正美さん、川口久江さん―
　 I 　だるま船の構造と操舵術
　 II　艀船長の仕事
　III　河合さんの艀船長時代
　IV　艀船での生活
　V　横浜の水上学校
　付録：河合正美さん作成木造だるま船図面
6　戦時戦後の船上生活者（ 3 ）
　―河合正美さん―
　 I 　艀船から泥船へ
　 II　河合市松さん
　III　船での生活
　IV　艀船の操舵方法
　V　横浜の艀
　付録：河合正美さん所蔵写真資料
第 2 部　写真資料編
解題　髙木幹朗研究室スライドフィルム資料に
　　　ついて
髙木幹朗研究室スライドフィルム資料
髙木幹朗研究室スライドフィルム目録
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2017 年度海外招聘・派遣事業報告集
（2019 年 3 月 20 日発行）
　招聘研究員の論稿 7 編、派遣研究員の論稿 2 編を掲載している。聞き取り、
民間信仰や伝統芸能の身体技法、女性の表象、有形・無形の文化財、筆談によ
るコミュニケーション、民具と信仰、漁業者の経験知といった、多様な非文字
事象に着目した魅力的な報告が展開されている。
海外提携研究機関との協定締結のあゆみ
海外提携研究機関紹介
招聘研究員
温（ウェン）店主の日本での中華料理店経営物語
　―インタビュー後のささやかな感想（陳祖英）
消えゆく東北のシャーマン（マリアンナ・ザネッタ）
二宮尊徳に関する民俗文化研究についての三つの私論（梁珊珊）
均質化、批判、理想化―19 世紀の英国女性らの紀行文に見る日本人女性の記述について 
（キリ・ヴェメテ）
一万通りの方法（加瀬丹野ジュリアナ）
昭和 10 年前後のロマンの概念（田哲煕）
朱舜水の研究概述（朱子昊）
派遣研究員
韓国における竈神調査（鍋田尚子）
中国沿岸漁民の知識と利用に関する調査報告（兪鳴奇）
 
「非文字資料研究センター」　News Letter No. 40
（2018 年 9 月 30 日発行）
　『非文字資料研究センター　News Letter』40 号の発刊を記念して（小熊　誠）
2017 年度　非文字資料研究センター　第 3 回公開研究会
「上海租界と外国人社会について」
（孫安石・王建・菅野賢治・趙怡・東家友子）
2017 年度　非文字資料研究センター　第 5 回公開研究会
　「絵引から見た近世の南九州」（渡辺美季）　
2017 年度　非文字資料研究センター　第 6 回公開研究会
　「アジア太平洋戦争と国策紙芝居」（原田　広）
研究調査報告
　「国策紙芝居」―但馬出石調査報告（大串潤児・原田　広）
連載　中国絵はがきコレクション紹介　非文字資料研究センター所蔵
　戦前中国の風俗絵はがきの世界（近藤恒弘氏　寄贈）
　⑥　支那民衆風俗　苦力の萬態（孫安石）
連載　戦時下メディア研究報告
　戦意高揚紙芝居コレクションにみる戦時下用語　「用語編」その 8 （原田　広）
招聘研究員レポート
　神奈川大学ヘの研究派遣記（陳祖英）
　研究の発展につながった素晴らしい体験（マリアンナ・ザネッタ）
　社会変遷の視点から二宮尊徳の祭祀を考察する（梁珊珊）
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　19 世紀後半から 20 世紀初頭の日本の歴史を探索する（キリ・ヴェメテ）
　身体で理解するということ（加瀬丹野ジュリアナ）
　相互交流の重要性に気づいた研究員生活（田哲煕）
　朱舜水研究紀行（朱子昊）
派遣研究員レポート
　韓国での竈神の調査をめぐって（鍋田尚子）
　中国沿岸漁民の海洋知識と利用に関する調査
　　中山大学非物質文化遺産研究センターへの派遣調査及び滞在記（瘉鳴奇）　
 
「非文字資料研究センター」　News Letter　No. 41
（2019 年 3 月 20 日発行）
2018 年度　非文字資料研究センター　第 1 回公開研究会
　宮古・八重山の御嶽と神社 
　―近代沖縄の地域社会と祭祀再編―（松山紘章）
2018 年度　非文字資料研究センター　第 2 回公開研究会
　円卓会議―中国・上海都市研究の新動向（久保茉莉子）
研究会報告
　横浜の貿易発展の歴史（ドナルド・ラップナウ）
　教育紙芝居を育てた先人が何を実現したかったのか
　　―紙芝居・創造と芸術―（高瀬あけみ）
研究調査報告
　旧オランダ領東印度（現インドネシア共和国）に
　　建てられた神社について（中島三千男・津田良樹・稲宮康人）
　フィリピンの神社跡地調査報告（稲宮康人）
　北九州市若松区惣牟田集落の中世景観に関する調査報告（田上　繁）
　亀岡－大津－愛荘－豊川紙芝居調査報告（新垣夢乃）
　被曳船（ヒカレブネ）から外航船へ
　―船上生活者の実態とその変容に関する研究・尾道調査報告―（松本和樹）
連載　戦時下メディア研究報告
　戦意高揚紙芝居コレクションにみる戦時下用語　「用語編」その 9 （原田　広）
連載　中国絵はがきコレクション紹介　非文字資料研究センター所蔵
　戦前中国の風俗絵はがきの世界（近藤恒弘氏　寄贈）
　⑦　北支民衆風俗（菊池敏夫）
連載　海外提携研究機関紹介②
　カナダ UBC における共同研究：前近代東アジアにおける国際関係の多面性（許南麟）
連載　海外提携研究機関紹介③
　韓国仁川大学の中国・華僑文化研究所―地域に根ざした中国・華僑研究―（李正熙）
